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＜連絡事項＞
・特記なし
＜ベッドコントロール＞
・田屋　サヨ様～昨日、発熱あり、南病棟への転出は延期。今週経過観察とし、来週以降で調整していく。
・小笠原　澄子様～10/6南病棟へ転出予定。
・居ヶ内　よね様～明日、八戸赤十字病院から転入院の予定。

＜患者様連絡事項＞

・宮崎　由美子様～カロナール継続処方となる。また、本日、排便があったと話し、持参の漢方拒否あり。田名部Drへ報告し、明日服用可の指示あり。
・瀧澤　杏奈様～咽頭痛持続しているため、内服薬継続希望あり。田名部Drよりカロナール2日分継続処方となる。
・宮地　久美子様～9/30　10:00～10/2　16:00まで外泊許可となっている。
・中島　とし様～本日、施設スタッフ来院され、面会している。施設での受入は可能とのこと。早ければ10日以内での退院となる。詳細が決まり次第、連絡が来ることとなる。通院は当院となるため、初外来日に合わせて退院時処方を受けていく。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。大声でのスタッフコールあるが、対面時声高さや指示的口調無く穏やか。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施中。開放中はホールにて他者と将棋をして過ごされる。不穏・逸脱行為無く、対面時穏やか。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。開放中、ホール内を奇声上げながら徘徊している。他者トラブル無し。10:15「うみねこ学園」施設スタッフ迎えにて外泊(～29日10時30分迄)に行かれている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・佐々木　常夫様～本日、売店にて買い物している。10/31までの日用品・嗜好品購入している。(タバコ2カートン発注しているが在庫ないため、1カートン月曜日に残りは水曜日に届くこととなっている。)残金3000円程度あり、本人より買い物希望あった場合は受け持ちスタッフ(藤田Ns)へ。不在時は本人へ対応できない旨、説明すること。
・和田　昌様～多弁さ、呂律不良あり。スタッフへの話し掛け・訴えあるが、切り上げる事は出来ている。
・鹿島　みさ様～各食再三促すも拒否強く、不食。主治医診察にて本日昼よりオランザピ

　　　　　　　　ンOD(2.5)1T　1×昼食後/5日分処方となっている。昼食後薬は再三促し
　　　　　　　　にも拒否強さあり。拒薬している。又、徘徊・帰宅要求・他室侵入あり、
　　　　　　　　他者より怒鳴られる事あり、介入要している。介入には易怒性・興奮・
抵抗強さ見られている。
・向井　敦子様～夜間の睡眠不安定さあり、日中は自室にて過ごしていること多い。訴えあり、説明するも要領・了解の悪さみられている。
＜皮膚科診察＞
・船田　泰子様～治癒にて皮膚科診察終了となる。

＜伊藤Dr診察情報＞
・丹波　清様～退院後について千葉県在住の息子の所に行くと話し、施設は拒否している。
　　　　　　　主治医より息子様が受入できるのなら良いが、受入できない時のことも考えておくよう説明している。
・中山　省二様～便秘の訴えるため、本日よりセンナリド追加となる。また、夜間のまとまった睡眠取れていないため、ルネスタへ変更となり、葉酸、ビタミンB1基準値にあることからフォリアミン、ノイロビタン終了。肝機能障害は改善傾向であるためウルソ600㎎→ 300㎎へ減量。各プログラム導入の指示となる。
・鹿島　みさ様～内服の促しにも拒否しており、話しが噛み合わないことあり。本日昼よりオランザピンOD(2.5)1T開始。5日分処方となる。拒薬し、内服できない場合はジプレキサ注(10)1/2A筋注指示。血圧高値だが拒否するため、経過観察となる。
・渡邊　愛希様～夫様に対しての不満を訴えている。本人へ今後については退院して就職すると話している。夫様・長女様と面談を実施し、検討していくこととしている。家族面談日調整指示。
・瀬川　高雄様～外泊について説明。本人は施設にいるとお腹が痛くなると話している。外泊後、幻聴や体調について報告するよう本人へ伝えている。外泊の様子をみて退院調整行っていく。臨時薬は同内容で以後定期にて処方。
・澤口　利香様～臨時薬は同内容で処方となる。喫煙室に入った経緯について問われると「いきなり禁煙って言われてもできない。前、うんって言ったのは言わざるを得なかったから」と話している。
